
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 鹿児島環境・情報専門学校 
設置者名 学校法人 榎園学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

専門課程 

環境情報

オフィス

学科 

オフィスビジネ

スコース 

夜 ・

通信 
180単位時間 160単位時間  

環境マネジメン

トコース 

夜 ・

通信 
180単位時間 160単位時間  

環境情報

システム

学科 

情報プロフェッ

ショナルコース 

夜 ・

通信 
180単位時間 160単位時間  

環境マネジメン

トコース 

夜 ・

通信 
180単位時間 160単位時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 鹿児島環境・情報専門学校 

設置者名 学校法人 榎園学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページ 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 元中学・高等学校長 
2022.3.5～

2025.3.4 
教育的助言 

非常勤 元県議会議員 
2022.3.5～

2025.3.4 
運営的助言 

（備考） 

 

  

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 鹿児島環境・情報専門学校 

設置者名 学校法人 榎園学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

以下のことを目的として、関連規則を遵守しつつ、より質が高く効果的な教育ができ

るよう、学科ごと検討を重ね、教務会議・学科長会議等の審議を経て授業計画を作成・

公表しながら、時代の流れに沿ったものにするために、新年度開始前及び必要な時期

に適宜見直しも行っていく。 

 

（１）学生に対して学習の到達目標を意識させ主体的な学習を促す。 

（２）教員においては指導目標・評価の観点・評価方法を明確にし、学習指導の工夫・ 

改善に活かす。 

（３）保護者や地域の人々に対して説明責任を果たし、学校の信頼を高める。 

 

授業計画書の公表方法 
ホームページ 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/ 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本校における授業科目の成績評価は、学期末において、次により行う。 

（１）授業科目の成績評価は、当該科目の担当教員が行う。複数の教員によって行わ

れる科目は、主たる責任者が他の教員と協議して行う。 

（２）成績評価は、定期試験を行い教育目標の達成度を評定するとともに、学習態度

及び修学状況を加味して総合的に行うものとする。 

（３）定期試験の受験資格は、原則として修得すべき科目の総授業時間の６割以上を

出席した者とする。但し、特別の理由のある場合は、別に細則の定める所により

リポート等の提出をもって出席とみなす事ができる。 

（４）成績評価は、８０点以上を優、７０点以上８０点未満を良、７０点未満を可と

し、６０点未満かつ平均点の５割未満の場合は不合格とする。 

（５）定期試験の不合格者に対しては、補講授業の後に再試験を受験することができ

る。この際の成績評価は、可又は不合格とする。 

（６）実験、実習及び実技の成績評価は、報告書又は成果に基づく教員の評価により

決定することができる。 

 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

・出欠状況・課題提出・小テスト等で日頃の評価を行うとともに、前期末と後期末に

は定期試験を行い教育目標の達成度を評定する。 

 

・成績の分布状況については、上記の評価方法を用いて 100点満点で点数を算出し、

分布状況を把握し、表している。 

 

・点数算出方法は、履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を学生ご

とに算出している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページ 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/ 
４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（目的） 

本校は環境分野及び情報技術分野の専門家を育成する課程を設置し、

実務に必要な専門的知識及び技能を修得させ、我が国の発展及び持続

可能な社会の実現に向け寄与しうる有能な人材の育成をはかることを

目的とする。  

 

（進級、卒業の認定） 

１ 校長は学年末において、授業科目の履修状況の報告に応じ、上位の学年に進級

させるものとする。３科目以上不合格の科目のある者は留年とする。 

２ 校長は、卒業に必要な授業科目（２年間授業時数：１８００時間）を合格した者

の報告に応じ、卒業を認めるものとする。 

３ 本校所定の課程を修了した者には、卒業証書又は修了証書を授与する。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページ 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/ 
 

  

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/
https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/gakko_joho/


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 鹿児島環境・情報専門学校 

設置者名 学校法人 榎園学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/ 
財産目録 https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/ 
事業報告書 https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/ 
監事による監査報告（書） https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/ 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工 業 専 門 環境情報オフィス学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １，８００ 

単位時間／単位 

１７４０ 

単位時間

/単位 

６０ 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

１，８００単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

３０人 ９人 ０人 ４人 ６人 １０人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

以下のことを目的として授業計画を作成・公表しながら、時代の流れに沿ったものに 

するために、新年度開始前及び必要な時期に適宜見直しも行っていく。 

（１）学生に対して学習の到達目標を意識させ主体的な学習を促す。 

（２）教員においては指導目標・評価の観点・評価方法を明確にし、学習指導の工夫・ 

改善に活かす。 

（３）保護者や地域の人々に対して説明責任を果たし、学校の信頼を高める。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１ 成績評価は、定期試験を行い教育目標の達成度を評定するとともに、学習態度

及び修学状況を加味して総合的に行うものとする。 

２ 成績評価は、８０点以上を優、７０点以上８０点未満を良、７０点未満を可とし、

６０点未満かつ平均点の５割未満の場合は不合格とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 校長は学年末において、授業科目の履修状況の報告に応じ、上位の学年に進級

させるものとする。３科目以上不合格の科目のある者は留年とする。 

２ 校長は、卒業に必要な授業科目（２年間授業時数：１８００時間）を合格した者

の報告に応じ、卒業を認めるものとする。 



  

学修支援等 

（概要） 

・各教科担当による個別指導 

・補習授業等による資格取得支援などを実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ８人 

（100％） 

０人 

（0％） 

８人 

（100％） 

０人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

さつま日置農業協同組合、そお鹿児島農業協同組合、屋久島電工株式会社 

社会福祉法人正吉福祉会、合資会社小川屋 

（就職指導内容） 

企業説明会、ニアショア IT協会合同企業説明会、中小企業家同友会合同企業説明会 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公害防止管理者（水質）、環境社会検定（eco検定）、エネルギー管理員、特別管理

産業廃棄物管理責任者、危険物取扱者乙種第 4類、ISO14001内部監査員、ISO9001内

部監査員、IT パスポート、日商簿記検定 2級・3級、情報活用試験(J検)2級・3級、

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ（Word,Excel,PowerPoint,Access） 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄｵﾌｨｽｴｷｽﾊﾟｰﾄ（Word,Excel）、医療事務技術審査(ﾒﾃﾞｨｶﾙｸﾗｰｸ) 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

１２人 ３人  ２５.０％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

各学年の担任制、個別相談、保護者との個別相談、電話相談 

 

  



  

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工 業 専 門 環境情報システム学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １，８００ 

単位時間／単位 

１７４０ 

単位時間

/単位 

６０ 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

１，８００単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 ３２人 ０人 ４人 ６人 １０人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

以下のことを目的として授業計画を作成・公表しながら、時代の流れに沿ったものに 

するために、新年度開始前及び必要な時期に適宜見直しも行っていく。 

（１）学生に対して学習の到達目標を意識させ主体的な学習を促す。 

（２）教員においては指導目標・評価の観点・評価方法を明確にし、学習指導の工夫・ 

改善に活かす。 

（３）保護者や地域の人々に対して説明責任を果たし、学校の信頼を高める。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１ 成績評価は、定期試験を行い教育目標の達成度を評定するとともに、学習態度

及び修学状況を加味して総合的に行うものとする。 

２ 成績評価は、８０点以上を優、７０点以上８０点未満を良、７０点未満を可とし、

６０点未満かつ平均点の５割未満の場合は不合格とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 校長は学年末において、授業科目の履修状況の報告に応じ、上位の学年に進級

させるものとする。３科目以上不合格の科目のある者は留年とする。 

２ 校長は、卒業に必要な授業科目（２年間授業時数：１８００時間）を合格した者

の報告に応じ、卒業を認めるものとする。 

学修支援等 

（概要） 

・各教科担当による個別指導 

・補習授業等による資格取得支援などを実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ９人 

（100％） 

０人 

（0％） 

８人 

（88.9％） 

１人 

（11.1％） 

（主な就職、業界等） 

ＮＥＣファシリティーズ株式会社、株式会社 JCDソリューション 

アイテック株式会社、株式会社日本管財環境サービス、さつま日置農業協同組合 

三笠産業株式会社、有限会社天国社、上林山成宏建築設計株式会社 



  

（就職指導内容） 

企業説明会、ニアショア IT協会合同企業説明会、中小企業家同友会合同企業説明会 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公害防止管理者（水質）、環境社会検定（eco検定）、エネルギー管理員、特別管理

産業廃棄物管理責任者、危険物取扱者乙種第 4類、ISO14001内部監査員、ISO9001内

部監査員、基本情報技術者試験、IT パスポート、日商簿記検定 2 級・3 級、情報活

用試験(J検)2級・3級、C言語・java ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力認知絵試験、 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ（Word,Excel,PowerPoint,Access）、 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄｵﾌｨｽｴｷｽﾊﾟｰﾄ（Word,Excel）、 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

３４人  ２人  ５.９％  

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

各学年の担任制、個別相談、保護者との個別相談、電話相談 

 

 

  



  

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

環境情報 

オフィス学科 
150,000円 600,000円 240,000円 施設維持費 

環境情報 

システム学科 
150,000円 600,000円 240,000円 施設維持費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

（学校関係者評価） 

校長は、自己評価の結果を、本校の関係者により組織した学校関係者評価委員会

に報告し意見を聞き、その意見を尊重し、教育活動及び学校運営に活用しなけれ

ばならない。 

（評価委員会の構成） 

評価委員会は、次に掲げる区分から校長が委嘱する評価委員により構成する。 

(１) 教育に関し知見を有する者  １名以上 

(２) その他校長が必要と認める者 １名以上 

（評価項目） 

教育理念・学校運営・教育活動・学生指導・学修成果・学生支援・教育環境・学生

募集・財務状況・法令順守・社会貢献等の項目について選抜し行う。 

（学校関係者評価結果の活用） 

教職員は、学校関係者評価結果を活用し、教育活動及び学校運営等の質の保証と向

上に、継続的に努めなければならない。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

評議員会 2022.3.5 ～2025.3.4 元小学校長 

評議員会 2022.3.5 ～2025.3.4 元高等技術専門学校教員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/ 
 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/
https://www.kankyo-joho.ac.jp/disclosure/zaimu_joho/


  

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/ 

 

 

 

 

https://www.kankyo-joho.ac.jp/

